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「「海海」」  

クストー船長 

初めて海に潜ったとき、「うーみーは、ひろいー

な、おおきーいーなー」「自分の吐いた息が見える

なんてすげー」と思いました。 

SCUBA (Self Contained Underwater Breathing 

Apparatus)・ダイビングはその名の通り、呼吸す

るための器材を自分で水中に持ち込んで潜ります。

やってる人たちは「スクーバ」と英語読みする人

が多いようですが、皆さんには「スキューバ」ダ

イビングという呼び方の方が馴染があるかと思い

ます。そもそも「アクアラング」という会社を作

った「ジャック・イヴ・クストー」というフラン

スの海洋学者が発明したものですので、「スキュー

バ」とフランス語っぽく呼ぶ方が却って通っぽかったりして…いえよく知りませんけど。このクストー

という人は「カリプソ号」という船の船長でもあり、彼の活躍は「沈黙の世界」「太陽のとどかぬ世界」

「世界の果てへの旅」という映画で見たことのある方もいらっしゃるかもしれません。昔の人は無邪気

なもので、自分たちの船のスクリューで子クジラを引っ掛けて重症を負わせてしまい、「もう助からない

から安楽死」と称して銃で殺してしまいます。そこに興奮したサメが寄ってたかってきて食われてしま

うのですが、「子クジラの敵」と正義の味方を気取ってそのサメたちを惨殺してしまうのです。クジラ殺

したの自分たちなのに…。それでいてクジラもサメも食べようともしないのですから、我々の自然観・

生命観とは随分違うなぁと思わされました。私だったら、クジラは刺身やベーコン、サメはフカヒレや

蒲鉾にしたりしてありがたく頂きますけどね、いえ調理できませんけど。他にもダイナマイトを海中に

仕掛けてどかーんと魚を獲ったり、野生の魚を餌付けしたり、魚を閉じ込める罠を仕掛けたり、やりた

い放題の大活躍！大変楽しそうでうらやましいくらいです。今見ると凄まじい事をやってるなぁと思い

オグロメジロザメ（パラオ、ブルー・コーナー）。
カッコいい！ 



ますが、当時は価値観が違いますから仕方がないのかもしれません。むしろ彼らのような先達がいたか

らこそ、現在の我々があり、現在の我々の価値観が形成されたのでしょう。でも、何も罪のないサメを

ぶっ殺さなくてもなー、と流石にサメが気の毒に思えてなりませんでした。 

スクーバ 

さて、そのクストー船長が発明したスクーバは、スーツ、マスク、スノーケル、フィン、ウェイト、

タンク、BC、レギュレーター、ゲージ、ダイビング・コンピュータなどの器材を用いる現在の方式に進

化してきました。レジャー・ダイビングで用いられるスーツは、大きくウェット・スーツとドライ・ス

ーツの二つに分けられます。ウェットとドライの最も大きな違いは、スーツと身体の間に水が入るか空

気が入るかの違いです。ウェットはドライよりも

楽に動けるのですが、ドライの方が保温力がある

ので、ウェットは夏場や暖かい海で、ドライは冬

場や寒い海で活躍します。ウェットスーツの方が

構造が単純で、扱いも楽ですが、意外なことにド

ライスーツの方が発明が早いのだそうです。マス

クはいわゆる水中メガネで、鼻まですっぽりと覆

われるようになっています。水中に潜っていくと、

水圧が高くなりますので、鼻から空気を送り込ん

でマスクの中の空気圧を等しくします。スノーケ

ルも英語読みですね、「シュノーケル」はドイツ語

読みかな。フィンはご存知足ひれです。ウェイト

は鉛などでできた重りで、スーツなどで生じる浮

力を相殺するために装着します。タンクは空気を詰めたボンベのことです。酸素ではなく、ただの空気

です。酸素と他のガス（窒素やヘリウム）を使ったものもありますが、価格と安全性の面からかレジャ

ー・ダイビングではまだ一般的ではありません。BC はタンクから空気を入れて、水面や水中で浮力を調

整するジャケットのような形をした袋です。レギュレーターはタンクの高圧空気をダイバーの周囲の圧

力と同じにして吸いやすくするもの、ゲージはタンクの残圧、コンパス、水深計などの計器類、ダイビ

ング・コンピュータは減圧症防止のため、今いる

水深に何分間いられるか表示してくれる機能など

があり、略して「ダイコン」と呼ばれることもあ

り、駄洒落の恰好のネタになっています。 

オルトマンワラエビ（伊豆海洋公園、1.5 番の根）。
昔はムギワラエビって言ったんですがねぇ。「マクロ」
の例です。 

最近デジタルカメラ（以下デジカメ）が栄華を

極めておりますが、そのお陰で水中写真が大変手

軽になりました。本格的な写真に関しては、発色

などまだまだ銀塩に及ばないようですが、急速に

追い上げているのは事実です。デジカメを水中に

持ち込むためのケース（ハウジングと言います）

もたくさん出回っており、何しろコンパクトです

からダイビング初心者にも入門しやすいのが魅力

です。デジカメならうまく撮れなかった写真は簡

単に削除してしまえますし、フィルムも要らず、DPE のお金もかかりません。でも先程も書きました

が、今でも本格的に水中写真をやっている人の中には「やっぱり銀塩でなくっちゃ」とごっついのを持

ヨスジフエダイの群れ（パラオ、ニュー・ドロップ・オ
フ）。 
カラフルでかわいい！「ワイド」の例です。 



って海に入る人もいます。「マクロはデジカメがイケるようになってきたけど、ワイドの発色は銀塩に全

然敵わない」と人が言ってるのを聞きました。「マクロ」とは小さな被写体を大きく写す事で、「ワイド」

とは海の広さ・色や地形などの風景を写す事です。今皆さんが御覧になっている写真は、以前私がデジ

カメで撮ったものです。下手糞で申し訳ないのですが、お楽しみ頂けると幸いです。 

海の色 

以前私は、冷たくて濁っている海のイメージを強く持っていました。これはプランクトンなどの

栄養分を豊富に含んだ寒流、太平洋側であれば親潮、日本海側であればリマン海流の影響が強い所

では致し方ないのでしょうか。でもグアムやサイパン、パラオなどの南の島々や、日本でも沖縄だ

けでなく、夏に暖流が北上してくると本州の沿岸でも暖かくて透明な海に出会うことができます。

暖流はその名の通り暖かいのですが、栄養分が少ないので透明度が高く、快適な海水浴やスノーケ

リング、ダイビングができます。太平洋側では

夏場黒潮が上がってくると、ぐんと水温も透明

度も上がります。東映の映画の最初に出てくる、

磯の岩に叩きつける荒波の映像が、私の日本海

のイメージだったのですが、意外なことに、夏

対馬海流が上がってくると、物凄く暖かで透明

な海になります。黒潮よりも対馬海流の方が北

まで上り、秋田県の海水浴場は暖かで綺麗でし

たが、宮城県の海水浴場は冷たく濁っていた記

憶があります。しかし、「水清ければ魚住まず」

と申します通り、あまり透明度が高いと魚影が

少なくなってしまうという、サイパンのような

ケースもあります。 

ワラサ（ブリの若魚）（伊豆、神子元）。 
日本でも、こんな竜巻のような群れに巻かれることがあ
ります。 

 

竜宮城 

初めてスクーバを使って海に潜ったのは、グア

ムでの体験ダイビングでした。浜から見ると、海

は青く透き通っていて、海底の白いサンゴの砂が

水面に映っていました。膝下くらいの水深の所を、

スクーバの器材を身に着けて沖に向かって歩いて

いると、白くて細長いウツボが岩と岩との間にい

るのがゆらゆらと見えました。腰くらいの水深ま

で来たところで顔を水につけて潜り始めました。

すぐに沈み始め、息を吸うとシューッと「スター・

ウォーズ」に登場する「ダース・ヴェイダー」の

ような音がしました。でーんでーんでーんでんで

でーんでんででーん、と「ダース・ヴェイダーの

テーマ」が頭の中をこだまする中、息を吐くとゴ

ボゴボゴボと自分の呼気が音を立てて泡になり、水面へと上がって行きます。普段自分がどのくらいの

空気を吸って、どのくらいの空気を吐くのか意識したことがなかったのですが、それを初めて目で見て

タイマイ（パラオ、ブルーコーナー）。 
もちろん乗せてもらってませんし、お土産ももらってま
せん（笑）。 



認識した時でした。そして水中で何の苦労もなく呼吸ができることに感激しました。「文明の利器」だ！

幼い頃、逆さにした洗面器の中の空気を吸いながらお風呂に潜ったり、曲がるストローを買ってもらう

や否やお風呂に飛び込み、水遁の術を試みたりしたあの日々の苦労は何だったのでしょう。「科学の勝利」

だ！ 

浅い浜が終わり、駆け上がりとの境に出ると急に視界が開け、10 m くらいの深さの海底の風景が、遠

く沖の方まで見渡せました。初めて南の島の暖かで透明な海に出会ったので、濁った海の水面しか泳い

だことのない私は、「なんて海って広いんだっ！」と思いました。白くてきれいな砂地に岩が点在する地

形も新鮮でした。「こんな風景が見えるんだ～。」海の中では、目の前でも後ろでも、上でも下でも、右

でも左でも、カラフルできれいな魚たちがたくさん泳いでいます。ダイビングのガイドをしていた人か

ら聞いた話ですが、あるご夫婦の奥さんが体験ダイビングをして「お魚がいっぱいで、竜宮城みたいだ

った～」と仰ったそうです。竜宮城とは、蓋し名言というべきでしょう。 

岩の合間の砂地に着底して、白い砂に凹凸でできた細長い筋の先端を手で掬うと、小さな巻貝が出て

きたり、ナマコの肛門に小さなカニが住み着いて

いたり、刺激されて肛門から腸（「このわた」です

な）を体外に出したナマコがいたり（ナマコネタ

が多いな）、気がつけば極彩色の魚たちに囲まれて

いたり…「大自然の神秘」だ！今思えばたった 10

～15 分の間だったとは思いますが、非日常の体験

が凝縮されていました。 

太平洋バンドウイルカ（パラオ、ドルフィンズ・パシフ
ィック）。 
動きが速くて撮るの難しかった～。「レイラ」とか「ロ
クサーヌ」とか、ロックな名前が付いていたのが印象的
でした。 

海から上がると興奮状態の私は、面倒見てくれ

たガイドに「どんなに楽しかったか説明できない

よ！」と言うと、彼は「そうそう、できないよね

ぇ。また潜りに来てね。」とにっこり笑って言いま

した。その後彼とは会っていませんが、また是非

一緒に潜りたい人です。それにしても、自ら筆舌

に尽くし難いと思っていることを今こうして読者

の皆さんに説明しようとしているのですから、大

変な矛盾ですね。 

海 

 海に行くときは、「海を本当に愛しているなら、海に行くべきではない」と、常に心に留めていたいと

思います。人間が海に入れば、どんなに注意をしていても、必ず何がしかのダメージを海に与えます。

もし入るなら海を傷つけないように気を配って配りすぎることはないでしょう。海を保護したいなら入

らないのが一番なのにも関わらず、それでも海に行くのは、今でもグアムで初めて体験ダイビングをし

た時の興奮を忘れられないからだと思います。もっと透明度の高い海や、もっと魚影の濃い海で潜った

こともあるのですが、初めて海に潜ったときのあの感動を追い求めて、これからも潜り続けるのかもし

れません。 


